
７７                      なにわの経済データ'22 

近畿圏の輸出入は、増えているの？減っているの？  

増減しているのは、何が原因なの？ 

 

   2021 年の近畿圏の輸出額は 18 兆 6,002 億円、輸入額は 15 兆 4,888 億円で、そ

れぞれ全国の 22.4％、18.3％を占めています（8－1 参照）。主な輸出品とし

ては、半導体等電子部品や電気回路等の機器などの電気機器が挙げられます。 

輸出額の推移をみると、中国への輸出増加などにより 1990 年代後半から増

加が顕著になりました。リーマンショックが発生した 2008 年、翌 2009 年と

減少に転じました。2010 年以降は回復傾向にあり、米中貿易摩擦や新型コロ

ナによって一時的に減少したものの、2021 年は再び増加しました。ただ、全

国よりも増加率が小さく、輸出額の全国シェアはわずかに低下しました（8－

1 参照）。 

近畿圏の輸出額は概ね輸入額を上回っており、貿易収支は黒字基調です。 

 

 

 

 

 

 

（十億円）

1 半導体等電子部品 2,434

2 プラスチック 854

3 鉄鋼 710

4 電気回路等の機器 688

5 建設用・鉱山用機械 652

6 科学光学機器 643

7 半導体等製造装置 610

8 コンデンサー 551

9 原動機 537

10 非鉄金属 499

2021年輸出品ランキング

【関税番号・中分類の多い順】
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第８章 大阪の国際化 

近畿圏の貿易は、地域別では輸出入ともにアジアの割合が高く、北米の割合が低い

こと、品目別では、輸出は輸送用機器の割合が低く、電気機器の割合が高いことが特

徴です。 

第８章では、大阪の国際化の現状を把握するために、貿易や外国企業数、国際会議

の開催件数等について取り上げます。  

 

  

大阪税関「貿易統計」 

教えて！Q＆A 

大阪税関「貿易統計」 
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８－１ 全国・近畿圏の輸出入の通関額の推移 

 

 

 

 

 

輸出入通関額の推移

前年比 シェア 前年比 前年比 シェア 前年比 前年比

2012年 135,756 -6.8 21.3 637,476 -2.7 135,387 2.3 19.2 706,886 3.8 369 -97.2

2013 146,374 7.8 21.0 697,742 9.5 152,542 12.7 18.8 812,425 14.9 -6,167 －

2014 156,657 7.0 21.4 730,930 4.8 163,078 6.9 19.0 859,091 5.7 -6,421 4.1

2015 160,697 2.6 21.3 756,139 3.4 151,881 -6.9 19.4 784,055 -8.7 8,817 －

2016 148,498 -7.6 21.2 700,358 -7.4 130,311 -14.2 19.7 660,420 -15.8 18,187 106.3

2017 166,092 11.8 21.2 782,865 11.8 146,597 12.5 19.4 753,792 14.1 19,495 7.2

2018 171,476 3.2 21.0 814,788 4.1 154,349 5.3 18.7 827,033 9.7 17,127 -12.1

2019 162,647 -5.1 21.1 769,317 -5.6 147,190 -4.6 18.7 785,995 -5.0 15,457 -9.8

2020 153,702 -5.5 22.5 683,991 -11.1 131,273 -10.8 19.3 680,108 -13.5 22,428 45.1

2021 186,002 21.0 22.4 830,914 21.5 154,888 18.0 18.3 847,607 24.6 31,114 38.7

（財務省「貿易統計」、大阪税関「貿易統計」）

（注）１．近畿圏は、大阪府、京都府、兵庫県、滋賀県、奈良県、和歌山県の２府４県。

　　　２．2021年は確々報値、2020年以前は確定値。

　　　

（単位：億円、％）
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・ 近畿圏の輸出額は 2021 年に 18 兆 6,002 億円で３年ぶりの増加でした。 

・ 近畿の輸出額の全国シェアは 2021 年に 22.4％で、0.1 ポイント低下しました。 

特徴 
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８－２ 全国・主要税関の輸出入の相手地域別通関額【2021 年】 

 

 

 

 

  

近畿圏 東京税関 横浜税関 名古屋税関 全   国 近畿圏 東京税関 横浜税関 名古屋税関 全   国

12,552,494 12,667,794 6,392,896 7,851,856 48,158,191 9,066,626 16,702,775 4,613,675 5,253,295 41,078,920

中  国 4,871,464 4,277,355 2,338,703 3,386,391 17,984,389 中  国 5,009,590 9,069,282 1,934,994 2,322,738 20,377,498

台  湾 1,997,770 1,834,020 679,146 640,076 5,988,084 台  湾 824,619 1,892,457 173,456 336,682 3,681,825

韓  国 1,227,667 1,267,299 775,565 517,480 5,769,569 韓  国 683,208 1,128,194 522,735 418,306 3,521,160

香  港 1,089,427 1,882,845 259,266 294,904 3,890,409 香  港 33,700 63,031 13,274 4,079 120,175

タ  イ 763,712 751,575 521,933 981,875 3,624,605 タ  イ 551,332 969,493 474,191 575,529 2,892,200

4,863,640 5,897,164 2,009,131 1,606,129 17,848,699 1,716,500 3,673,165 800,790 833,269 8,295,142

2,947,390 3,080,751 1,894,537 2,472,793 12,460,957 2,328,131 4,238,293 1,814,465 2,048,216 12,468,801

230,490 95,581 624,385 708,928 2,194,125 908,483 345,294 2,226,438 583,621 6,412,476

2,652,967 3,852,711 2,040,878 5,299,150 15,748,321 1,583,272 4,477,818 1,844,785 1,079,996 10,409,942

アメリカ合衆国 2,548,196 3,748,918 1,920,569 4,898,422 14,831,414 アメリカ合衆国 1,359,432 4,127,841 1,467,709 921,695 8,903,114

381,268 195,763 603,935 938,075 3,086,077 434,027 738,254 915,944 254,532 3,672,933

1,953,544 2,490,267 886,370 2,622,830 8,850,735 2,355,836 5,840,356 1,150,236 1,012,775 10,819,233

386,275 216,581 223,515 828,822 1,946,305 286,412 568,233 505,352 332,357 2,367,243

1,856,770 1,978,700 654,941 2,387,783 7,668,101 2,006,420 4,872,943 1,087,937 1,033,814 9,421,822

281,845 245,142 303,568 916,496 2,052,219 753,199 160,464 3,729,585 1,233,034 8,470,724

161,338 43,022 242,159 230,215 1,055,399 100,963 924,938 205,271 106,245 1,529,226

18,600,223 19,806,861 11,317,707 19,396,371 83,091,372 15,488,827 29,758,133 15,191,291 9,855,869 84,760,730

（財務省「貿易統計」、各税関「貿易統計」）

　　　

（注）１．アジアについては、近畿圏で輸出の多い上位５カ国・地域を掲載。

　　２．シンガポールは、アジアＮＩＥｓ、ＡＳＥＡＮ双方に含まれる。

　　３．近畿圏は、大阪府、京都府、兵庫県、滋賀県、奈良県、和歌山県の２府４県。

　　４．輸入通関額の地域別の合計額と総額は、輸出の戻りや不明地域等があるため一致しない。
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・ 近畿圏の輸出入の地域別構成比を国内他地域と比較すると、輸出入ともにアジアの割

合が高く、北米の割合が低いことが特徴です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特徴 
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８－３ 全国・近畿圏の輸出入の品目別通関額【2021 年】 

 

 

 

 

 

 

 

  

輸出通関額(2021年) 輸入通関額(2021年)

（単位：百万円、％） （単位：百万円、％）

構成比 構成比 構成比 構成比

食料品 265,117 1.4 26.7 992,429 1.2 食料品 1,663,989 10.7 22.5 7,380,319 8.7

原料品 295,214 1.6 20.5 1,439,455 1.7 原料品 821,071 5.3 11.8 6,932,314 8.2

鉱物性燃料 141,030 0.8 14.2 992,891 1.2 鉱物性燃料 1,838,149 11.9 10.8 16,969,353 20.0

化学製品 2,748,894 14.8 26.0 10,553,511 12.7  原油及び粗油 517,163 3.3 7.5 6,928,775 8.2

プラスチック 853,813 4.6 28.7 2,976,469 3.6 化学製品 2,531,022 16.3 26.0 9,732,000 11.5

原料別製品 2,426,155 13.0 24.4 9,926,876 11.9 医薬品 1,191,723 7.7 28.5 4,186,652 4.9

鉄  鋼 710,077 3.8 18.6 3,814,318 4.6 原料別製品 1,625,363 10.5 19.6 8,272,195 9.8

一般機械 4,009,901 21.6 24.5 16,382,266 19.7 一般機械 1,497,959 9.7 19.5 7,679,885 9.1

電気機器 5,517,437 29.7 36.0 15,309,365 18.4 電気機器 2,545,023 16.4 18.7 13,639,297 16.1

半導体等電子部品 2,434,248 13.1 49.7 4,899,550 5.9 輸送用機器 248,352 1.6 7.6 3,256,880 3.8

輸送用機器 734,969 4.0 4.5 16,192,157 19.5 その他 2,717,900 17.5 24.9 10,898,486 12.9

その他 2,461,506 13.2 21.8 11,302,421 13.6 衣類及び同付属品 990,205 6.4 35.0 2,832,818 3.3

総  額 18,600,223 100.0 22.4 83,091,372 100.0 総  額 15,488,827 100.0 18.3 84,760,730 100.0

（財務省「貿易統計」、大阪税関「貿易統計」）

　　　

　　　

近畿圏 全   国 近畿圏 全   国

（注）近畿圏は、大阪府、京都府、兵庫県、滋賀県、奈良県、和歌山県の２府４県。
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・ 近畿圏の輸出は、全国と比べて「輸送用機器」の割合が低く、「電気機器」等の割合が高いの

が特徴です。 

・ 近畿圏の輸入は、全国と比べて「化学製品」の割合が高く、「鉱物性燃料」等の割合が低いの

が特徴です。 

特徴 
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８－４ 近畿圏の輸出入の主要相手地域別品目別通関額【2021 年】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

輸出通関額(2021年) 輸入通関額(2021年)
（単位：百万円、％） （単位：百万円、％）

中　国
アジア

N I E s
ASEAN

アメリカ

合衆国
E  U 中　国

アジア

N I E s
ASEAN

アメリカ

合衆国
E  U  

55,853 101,844 30,931 46,679 16,368 201,839 51,825 209,128 284,995 397,826

85,372 55,906 67,302 31,892 19,200 48,725 35,976 110,444 72,986 100,139

18,956 56,233 54,109 10,742 7,253 13,452 114,317 188,070 174,234 10,589

871,995 704,803 288,716 399,477 308,430  原油及び粗油 － － － 6,308 －

プラスチック 340,849 244,753 102,308 57,233 55,926 387,713 285,188 248,707 392,475 865,348

599,964 437,838 663,856 222,471 169,711 医薬品 18,802 54,345 54,501 197,492 635,606

鉄　鋼 142,124 144,851 203,646 59,662 25,435 656,010 286,090 286,930 63,449 121,742

889,037 710,491 563,596 805,727 449,489 742,079 188,367 180,455 165,480 176,333

1,633,737 2,100,886 799,027 561,366 407,920 1,406,736 414,818 501,686 88,352 110,807

半導体等電子部品 219,974 304,906 40,328 32,180 25,226 76,515 17,513 47,451 17,700 76,014

37,118 62,364 173,050 92,732 131,022 1,476,521 322,407 555,259 99,760 147,621

679,432 633,274 306,805 377,110 347,378 衣類及び同付属品 610,965 3,377 290,675 1,124 20,600

4,871,464 4,863,640 2,947,390 2,548,196 1,856,770 5,009,590 1,716,500 2,328,131 1,359,432 2,006,420

（大阪税関「2021年 貿易統計」）

その他

総　額 総　額

（注）確々報値。近畿圏は、大阪府、京都府、兵庫県、滋賀県、奈良県、和歌山県の２府４県。

　　　シンガポールは、アジアＮＩＥｓ、ＡＳＥＡＮ双方に含まれる。

一般機械 一般機械

電気機器 電気機器

輸送用機器

輸送用機器 その他

鉱物性燃料 鉱物性燃料

化学製品

化学製品

原料別製品

原料別製品

  

食料品 食料品

原料品 原料品

17.9 14.5 9.8 15.7 16.6 

12.3 
9.0 

22.5 
8.7 9.1 

18.2 

14.6 

19.1 
31.6 

24.2 

33.5 
43.2 

27.1 22.0 

22.0 

5.9 
3.6 

7.1 

13.9 13.0 10.4
14.8

18.7

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

中 国 アジア

NIEs

 ASEAN アメリカ

合衆国

E  U

（％）

その他

輸送用機器

一般機械

原料品

原料別製品

化学製品

食料品

鉱物性燃料

電気機器

輸出の主要地域別品目構成（2021年）

4.0 3.0 
9.0 

21.0 19.8 

2.1 

4.7 

5.4 5.0 

6.7 

8.1 

12.8 

7.7 

16.6 

10.7 

28.9 

43.1 

13.1 

16.7 
12.3 

4.7 6.1 

14.8 

11.0 7.8 

12.2 8.8 

28.1 

24.2 

21.5 

6.5 
5.5 

2.0 

3.8 

29.5

18.8
23.8

7.3 7.4

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

中 国 アジア

NIEs

ASEAN アメリカ

合衆国

E  U

（％）

その他

輸送用機器

一般機械

原料品

原料別製品

化学製品

食料品

鉱物性燃料

電気機器

輸入の主要地域別品目構成（2021年）

・ 近 畿圏 の輸 出は、他 の地 域 向けと比 べて、アジア向けでは「電 気機 器 」、アメリカ向けでは「一

般機械」が多いのが特徴です。 

・ 近畿圏の輸入は、他の地域向けと比べて、欧米からは「化学製品」、アジアでは「電気機器」「そ

の他」が多いのが特徴です。 

特徴 
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８－５ 全国・主要都府県の外国企業数の推移 

 

 

 

 

  

（単位：社、％）

シェア シェア シェア シェア シェア

大阪府 125 3.9 129 4.0 122 3.8 125 3.9 126 4.0

東京都 2,434 76.0 2,428 75.3 2,428 76.5 2,408 75.9 2,391 75.3

神奈川県 288 9.0 302 9.4 299 9.4 305 9.6 318 10.0

愛知県 46 1.4 49 1.5 49 1.5 48 1.5 49 1.5

埼玉県 41 1.3 40 1.2 38 1.2 36 1.1 36 1.1

千葉県 43 1.3 44 1.4 43 1.4 45 1.4 48 1.5

兵庫県 81 2.5 86 2.7 86 2.7 87 2.7 88 2.8

その他 146 4.6 146 4.5 107 3.4 120 3.8 118 3.7

全　国 3,204 100.0 3,224 100.0 3,172 100.0 3,174 100.0 3,174 100.0

（東洋経済新報社『外資系企業総覧』）

親企業の地域と業種（大阪府） （単位：社）

製 造 卸・小売
サービス・

その他

44 48 47 50 49 9 26 14

うち中国 12 15 16 15 15 1 9 5
韓国 14 14 11 12 11 0 8 3

北　米 27 25 20 20 26 9 14 3

欧　州 52 52 51 51 47 12 31 4

その他 2 4 4 4 4 0 4 0

合　計 125 129 122 125 126 30 75 21

2021 2022

2018年 2019 2020 2021

 
 地　域

（注）１．表中の各年は『外資系企業総覧』の発行年を記載。調査時点は、各年３月であるが、各年
　　　　　の発売時点までの変更が反映されている場合がある。

（注）表中の「その他」の地域には、親企業の所在が未記入の企業が含まれる。

外国企業数都府県別構成比の推移

（注）上図の「その他」には、千葉県、埼玉県、愛知県の割合も含まれている。

アジア

2018年 2019 2020

2022

　　　２．四捨五入のため、合計が一致しない場合がある。
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・ 大阪府に立地する外国企業数は 2022 年には１２６社で、全国シェアは 4.0％です。 

・ アジア系企業が 49 社と最も多く、欧州系企業が 47 社と続きます。 

特徴 



８３                      なにわの経済データ'22 

８－６ 国内主要空港別国際線航空貨物取扱量の推移 

 

 

 

 

 

 

（単位：トン、％）

シェア シェア シェア シェア シェア シェア

2012年 666,018 21.6 1,952,207 63.4 137,457 4.5 115,064 3.7 209,721 6.8 3,080,467 100.0

2013 636,042 20.6 1,940,628 62.9 149,803 4.9 132,279 4.3 225,625 7.3 3,084,377 100.0

2014 700,325 20.3 2,043,399 59.3 269,105 7.8 165,722 4.8 265,299 7.7 3,443,850 100.0

2015 697,374 19.9 2,035,968 58.2 332,065 9.5 172,523 4.9 259,473 7.4 3,497,403 100.0

2016 709,811 19.4 2,083,220 57.0 420,015 11.5 163,441 4.5 276,613 7.6 3,653,100 100.0

2017 814,704 19.9 2,262,899 55.3 541,139 13.2 176,610 4.3 296,718 7.3 4,092,070 100.0

2018 813,775 20.2 2,198,012 54.4 587,531 14.5 195,263 4.8 243,672 6.0 4,038,253 100.0

2019 756,794 20.3 2,039,905 54.7 560,244 15.0 177,510 4.8 193,324 5.2 3,727,777 100.0

2020 701,220 22.1 1,958,505 61.7 333,629 10.5 110,759 3.5 69,280 2.2 3,173,393 100.0

2021 808,596 20.1 2,591,255 64.5 434,074 10.8 114,503 2.9 68,839 1.7 4,017,267 100.0

（国土交通省「空港管理状況調書」）

（注）積と卸の計。

空港別国際航空貨物取扱量の推移

関西国際 成田国際 東京国際 中部国際 その他 全空港計

666,018 636,042
700,325 697,374 709,811

814,704 813,775
756,794

701,220

808,596

1,952,207 1,940,628

2,043,399 2,035,968
2,083,220

2,262,899
2,198,012

2,039,905
1,958,505

2,591,255

137,457
149,803

269,105
332,065

420,015

541,139
587,531 560,244

333,629

434,074

115,064 132,279
165,722 172,523 163,441 176,610 195,263 177,510

110,759 114,5030

200,000

400,000

600,000

800,000

1,000,000

1,200,000

1,400,000

1,600,000

1,800,000

2,000,000

2,200,000

2,400,000

2,600,000

2,800,000

2012年 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021

（トン）

中部国際

東京国際

成田国際

関西国際

大
阪
の
国
際
化 

・  関西国際空港の国際航空貨物取扱量は、2017 年から３年連続で減少した後、2021 年は４

年ぶりに増加に転じました。ただし、成田国際空港などに比べて増加率が緩やかだったため、

取扱量の全国シェアが低下し、2021 年は 20.1％になりました。 

 

特徴 



大阪産業経済リサーチ＆デザインセンター       ８４ 

８－７ 全国・主要都道府県の国際会議開催件数の推移 

 

 

 

 

  

（単位：件）

2011年 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

135 281 314 253 242 280 251 240 300 23

大阪市 72 140 *172 *130 *139 180 *139 152 204 *9

千里地区 54 113 *113 *104 *94 85 98 68 84 13

堺市 3 11 13 8 *4 7 6 7 2 0

484 517 537 565 583 593 631 670 581 64

東京(23区) 470 500 *531 543 557 *574 608 *645 *561 63

174 196 234 208 193 189 179 163 282 9

横浜市 169 191 226 200 190 188 176 156 277 9

125 144 154 179 187 207 192 216 259 11

名古屋市 *112 *126 *143 163 178 200 *183 *202 252 9

81 68 98 107 114 125 119 116 115 3

札幌市 73 *61 *89 *101 107 *115 *116 109 102 2

145 202 179 211 230 290 334 367 398 29

京都市 *137 196 176 *202 *218 *278 *306 348 *383 26

兵庫県 105 112 110 100 133 283 422 443 461 25

神戸市 83 92 93 *82 113 260 405 *419 438 *23

268 301 312 411 450 488 436 427 464 21

福岡市 *221 252 *253 *336 *363 383 296 293 313 15

1,892 2,337 2,427 2,590 2,847 3,112 3,313 3,433 3,621 222

大阪府

　

東京都

神奈川県

（注）１．国際会議は、①主催者が「国際機関・国際団体（各国支部を含む）」又は「国家機関・国内団体（各々の定義が明確で
         はないため「特定企業の利益を追求することを目的とした会議」の主催者を除く全てが対象）」、②参加者総数が50名
　　　　　以上、③参加国が日本を含む３カ国以上、④開催期間が１日以上、という４つの基準を全て満たす会議。

　　　２．東京は23特別区、大阪は大阪市、千里地区（豊中市・吹田市・茨木市・高槻市・箕面市）、堺市、その他の合計。

　　　３．１つの会議が複数の都市にまたがって開催された場合、それぞれの都市で１件として計上されるため、都市別開催件数
　　　　　は実際の会議開催件数よりも多くなる。

　　　４．＊印は、同じ都道府県内の複数都市で開催された国際会議が含まれることを示している。

愛知県

北海道

京都府

福岡県

全   国
（日本政府観光局（JNTO) 国際会議統計）
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・ 大阪府における国際会議は、新型コロナの影響を受け、2020 年は２３件と激減しました。 

・ 全国における順位は、東京都、京都府、兵庫県に次ぐ第４位です。 

特徴 



８５                      なにわの経済データ'22 

８－８ 全国・主要都府県の在留資格別在留外国人数【2021 年】 

 

 

 

 

 

 

（単位：人、％）

シェア シェア シェア シェア

総  数 246,157 8.9 531,131 19.2 227,511 8.2 265,199 9.6 2,760,635

教授 425 6.5 1,664 25.5 319 4.9 405 6.2 6,519

芸術 21 5.5 218 56.6 26 6.8 12 3.1 385

宗教 273 9.0 697 23.0 169 5.6 183 6.0 3,034

報道 3 1.4 177 85.5 8 3.9 0 0.0 207

高度専門職 749 4.8 8,191 52.1 2,124 13.5 508 3.2 15,735

経営・管理 2,933 10.8 9,155 33.7 1,978 7.3 1,082 4.0 27,197

法律・会計
業務 1 0.7 127 91.4 2 1.4 1 0.7 139

医療 398 16.0 571 23.0 297 12.0 42 1.7 2,482

研究 47 4.0 282 24.3 145 12.5 19 1.6 1,161

教育 723 5.6 2,152 16.7 937 7.3 365 2.8 12,915

技術・人文知識・国際業務 23,934 8.7 83,798 30.5 27,664 10.1 18,363 6.7 274,740

企業内転勤 596 6.9 2,848 33.1 1,079 12.6 511 5.9 8,593

介護 681 17.9 412 10.9 161 4.2 155 4.1 3,794

興行 186 11.9 326 20.8 139 8.9 86 5.5 1,564

技能 1,971 5.2 12,588 32.9 4,186 10.9 2,504 6.5 38,240

特定技能 2,646 5.3 2,510 5.1 2,509 5.1 4,536 9.1 49,666

技能実習 14,316 5.2 9,800 3.5 11,263 4.1 26,926 9.8 276,123

文化活動 73 8.9 214 26.1 35 4.3 43 5.2 821

留学 21,968 10.6 63,855 30.7 11,461 5.5 9,097 4.4 207,830

研修 11 7.6 40 27.6 4 2.8 12 8.3 145

家族滞在 14,087 7.3 54,757 28.5 20,522 10.7 14,289 7.4 192,184

特定活動 7,168 5.8 19,275 15.5 7,214 5.8 10,624 8.6 124,056

永住者 56,209 6.8 161,701 19.5 87,483 10.5 92,831 11.2 831,157

日本人の
配偶者等 8,990 6.3 26,485 18.6 12,756 9.0 13,842 9.7 142,044

永住者の
配偶者等 2,700 6.1 7,840 17.6 4,826 10.8 6,105 13.7 44,522

定住者 9,229 4.6 20,998 10.6 14,066 7.1 38,866 19.5 198,966

特別永住者 75,819 25.6 40,450 13.6 16,138 5.4 23,792 8.0 296,416

（法務省「在留外国人統計」（旧登録外国人統計）統計表）

全  国

（注）数値は、2021年12月末。

在留資格 大阪府 東京都 神奈川県 愛知県

大
阪
の
国
際
化 

・ 大阪府における在留外国人は、2021 年１２月末に 246,157 人で全国の 8.9％です。 

・ 在留資格別では、「特別永住者」「日本人の配偶者等」「技術・人文知識・国際業務」の順に多

くなっています。 

特徴 


